別表１（第２条関係）
	事業の区分

	事業の内容
	交　付　率 等
	交付金の下限
～
上限（千円）
	対象経費

	森を保全

する取組

	【新規事業】

①森づくり（森林内（国有林を除く。）での植林、下草刈り、枝落とし等緑豊かな森を再生・維持するための取組をいう。以下同じ。）
②森づくり講座（森づくりを習得する機会を創出する取組をいう。）

③身近な里山や観光地周辺の松枯れ跡地の処理、荒廃竹林対策等の森林の景観対策

④森林・都市交流活動（森林にふれあう機会を創出する取組をいう。）

【継続事業】

⑤みーもの森づくり事業で取り組んだ森を保全する取組の継続実施

⑥再生の森事業で竹林伐採を実施した森林の維持活動
	1/2以内

ただし、下の(1)～(4)に掲げる場合は10/10以内とする。

(1)実施後個人の所有とならない資材・用具・用品・機械の購入経費、借上経費、整備経費、ただし、単体で５万円以上の用具・用品・機械を除く

(2)他者への作業委託経費

(3)事業ＰＲ用看板作製経費

(4)保険料

	１申請につき
500～2,000
継続事業の場合　　25～50
ただし、継続事業の植栽後の下刈り、竹林伐採後の管理については
25～200

（過去の１年１事業上限50千円:50千円×４事業箇所＝200千円）
	○資材（苗木、支柱、燃料等）の購入経費

○用具・用品（ノコ等の森林整備用具、ヘルメット等の安全用具、医療用品等）の購入経費・借上経費・研磨等の整備経費

○機械（林内作業車等）の購入経費・借上経費・整備経費

○森を保全するうえで自分たちではできない作業の他者への委託経費（主に事前準備）

○事業PR用看板作製経費

○資材・参加者等を活動場所までの運ぶ経費

○保険料　○講師・医療スタッフ（医師、看護師等）への謝金、旅費（金額等は別に定める）

○主たるボランティアスタッフの賃金（金額は別に定める。）

○参加者の森林作業時の飲料水代




	事業の区分

	事業の内容
	交付率等
	交付金の下限
～

上限（千円）
	対象経費

	森を利用する取組

	【新規事業】

①木材利用（公共の施設、商店街等不特定多数の県民が利用する場合において県産の木材、木材製品等を利用する取組をいう。）
②木質バイオマス利用（公共の施設、商店街等において木質バイオマスを利用する取組をいう。）

③木の利用講座（木材、木材製品、木質バイオマス等の利用方法を習得する機会を創出する取組をいう。）

④竹を利用する取り組み

【継続事業】

⑤みーもの森づくり事業で取り組んだ森を利用する取組の継続実施
	1/2以内

ただし、下の(1)～(4)に掲げる場合は10/10以内とする。

(1) 県産の木材代

(2)他者への作業委託経費

(3)事業ＰＲ用看板作成経費
(4)保険料

	１申請につき
500～2,000

継続事業の場合

　25～50

	○資材（木材、釘、塗料等）の購入経費

○用具・用品（ノコ等木工用具、ヘルメット等安全用具、医療用品等）の購入経費、借上経費、整備経費

○機械（電動ドリル等）の購入経費、借上経費、整備経費

○森を利用する取組において自分たちではできない作業の他者への委託経費

○事業PR用看板作製経費

○資材・参加者等を活動場所までの運ぶ経費

○保険料　○講師・医療スタッフ（医師、看護師等）への謝金、旅費（金額等は別に定める）

○主たるボランティアスタッフの賃金（金額は別に定める。）


	事業の区分

	事業の内容
	交　付　率 等
	交付金の下限
～
上限（千円）
	対象経費

	森で学ぶ取組

（みーもスクール）

	小中学校と連携して授業の中で継続的に（３回以上）行う森林環境学習活動

	1/2以内

ただし、下の(1)～(3)に掲げる場合は10/10以内とする。

(1)講師謝金、旅費、スタッフの賃金、

(2)実施後個人の所有とならない資材・用具・用品・機械の購入経費、借上経費、整備経費、ただし、単体で５万円以上の用具・用品・機械を除く

(3)資材・参加者等を活動場所まで運ぶ経費

	１申請につき
200～1,600
ただし、上限

１校400千円、１団体４校まで
	○資材（苗木、支柱、燃料等）の購入経費

○用具・用品（ノコ等の森林整備用具、ヘルメット等の安全用具、医療用品等）の購入経費・借上経費・研磨等の整備経費

○機械（林内作業車等）の購入経費・借上経費・整備経費

○資材・参加者等を活動場所までの運ぶ経費

○講師等への謝金（金額は別に定める。）、旅費

○スタッフの賃金





